













     暹
すすむ
  
博士の専攻分野の名称  博 士（文 学） 
学 位 記 番 号  第  ２１４２１  号 
学 位 授 与 年 月 日  平成 19 年３月 23 日 
学 位 授 与 の 要 件  学位規則第４条第２項該当 
学 位 論 文 名  幕藩制国家の領有制と領民 
論 文 審 査 委 員  （主査） 
            教 授 猪飼 隆明 
            （副査） 
            教 授 村田 路人  教 授 平  雅行 
【35】
論 文 内 容 の 要 旨 
 本論文は、申請者が 1970 年代から 90 年代にかけて発表してきた、日本の近世から明治維新にかけての西南諸藩と
くに肥前の諸藩の動向について、領有制論の視点から一書にまとめた論考である。論文は、序章につづいて第１章か





















知した 17000 石の幕領 43 か村の庄屋層に対して、領域内小前層が、訴願（主に佐賀藩に）と逃散をおよそ１年間繰
りかえし、結局佐賀・唐津両藩兵によって弾圧される経過を詳細に追いかけている。 
― 70 ― 
 第９章「幕末期における給人と知行村」では、給人小山家の知行地を検討して、佐賀藩では幕末でも地方知行制が
基本的知行形態であることを明らかにした。 
 第 10 章「幕末期佐賀藩における村方の諸要求」では、庄屋不正追及や祭礼・生産条件など多面的要求が出される
とともに、「お救い」を求めることも多くなることを示して、佐賀藩における世直し状況の特質を論じている。 
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